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現 状

2
萩循環まぁーるバス路線図

【萩循環まぁーるバスの概要】
 運行目的は「買い物施設や市民病院や

介護老人施設等への住民の足」と「点
在する観光資源への交通手段の確保」

 城下町特有の入り組んだ道でも小回り
が利き、高齢者がスムーズに乗降でき
る小型低床ノンステップバスを全国に
先駆けて導入

 H12年から萩市が事業主体、防⾧交通が
運行業者として運行

 萩市役所を起点に、東萩駅や松陰神社
方面を回る「東回りコース」と萩城城
下町や萩城跡方面を回る「西回りコー
ス」の2系統

 萩市役所を7：00始発～18：00終発で、
30分間隔で定時運行

 東回りから西回り、または西回りから
東回りに乗換ができる停留所を萩市役
所や萩バスセンター、萩駅・観光協会
前などに設置し、乗換も可能な設定



現 状（公共交通空白地の状況）

 萩市中心部を運行す
る路線バス･まぁー
るバスによって、交
通空白地をカバー

 右図はバス停停留所
から３００ｍ圏の範
囲を示したもの
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 平成12年に運行開始されて以降年間20万人の利用が存在、累計450万人を突破。分かりやすく、高頻度な運
行により利用が定着している

 平成27年度は、萩市等を舞台にした大河ドラマ「花燃ゆ」が放映されたことや、世界遺産に認定されたこと
などにより、過去最高の利用者（年間27万人）を記録した

 H28年以降は利用者が減少している

現 状（年間利用者数）

4まぁーるバス（年間利用者数、1便あたり利用者数）

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

利用者数 20.9 25.9 26.8 26.2 25.6 24.4 23.5 23.9 26.5 22.6 22.5 23.3 22.4 21.5 23.2 27.1 23.2 24.0 21.4 20.8

1便あたり 12.5 15.4 16.0 15.6 15.2 14.6 14.0 14.2 15.8 13.5 13.8 13.4 13.3 12.8 13.8 16.1 13.8 14.3 12.7 12.4
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萩循環まぁーるバス年間利用者数
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現 状（年間利用者数 西回り・東回り別）

Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ01

西 79,527 111,85 113,90 112,07 110,41 106,27 100,35 96,228 114,53 90,869 90,231 91,177 86,603 84,166 87,925 98,986 87,281 92,900 84,619 84,293

東 129,67 146,68 154,33 150,30 145,23 138,11 134,70 142,90 150,77 135,39 134,89 141,99 137,28 131,22 143,73 171,89 144,50 147,49 129,32 123,89
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年明け以降は、微増傾向にあったが、新型コロナウイルス感染症の影響により、３
月以降から利用者数が激減。
緊急事態宣言後の６月に、前年の７２．６％まで利用者が回復したものの、７月に
おいても、前年の７４．９％と利用者数が伸び悩んでいる。
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現 状（新型コロナウイルス感染症の影響）
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現 状（出発地と目的地の分析）

・東回りは８の字ルートで利用しやすい
例：市街地（アトラス萩店前）

～ 市民病院 → 20分ループ
例：市街地（市役所）

～ 椿東地区 → 40分ループ

・観光客による利用もある（東萩駅、
しーまーと、松陰神社）

・西回りは1周 1時間
行きは10分でも帰りは50
分かかってしまう
→ 帰りはタクシー等の

別の手段

1人当たり平均乗車km
西回り 6.0km（18.1分）
東回り 5.7km（17.3分）

⇒行きも帰りも乗車時間
20分弱の方が利用して
いる

H30年度乗込み調査結果を元にODを図示
（平日・休日2日間）
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51-100人

101人-

西回り 東回り

OD調査で5人
以上の移動
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現 状（東回りの分析）

【生活利用】
８の中心にある4つのバス停を使い分けて、
短時間に行き帰りできる

【生活利用の例】
椿東地区の住民が、
行き 椿東SC前⇒アトラス萩店前（15分）
目的 都志見病院に通院
帰り バスセンター⇒椿東SC前（19分）

【生活利用の例】
市役所近辺の住民が、
行き 市役所前⇒市民病院（10分）
目的 市民病院に通院
帰り 市民病院⇒都志見病院（4分）

【生活利用の例】
山田地区の方が、
行き 楽々園前⇒都志見病院入口（9分）
目的 アトラスで買い物
行き アトラス萩店前⇒楽々園前（14分）

萩バスセンター

アトラス萩店前萩市役所

都志見病院入口

【観光利用の例】
観光客が、周遊利用
行き 東萩駅前⇒しーまーと（9分）
行き しーまーと⇒松陰神社（4分）
行き 松陰神社⇒明倫センター（22分）

街中観光
帰り バスセンター⇒東萩駅前（9分）

15分

19分

行き

帰り

【観光利用】
30分に1本運行しているため、観光施設を
周遊しやすい

生活利用と観光利用が両立しており、利用者が多い

約550ｍ

約300ｍ

約550ｍ約400ｍ
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現 状（西回りの分析）

１周１時間の片回りは、行きと帰りで必ず１時間乗車しなければならない

離島航路利用者の方が、
行き 定期船のりば ⇒ アトラス萩店前（40分）
目的 アトラス萩店前で買い物
帰り アトラス萩店前 ⇒定期船のりば（20分）

平安古団地の方が、
行き 平安古団地前⇒市民病院（12分）
目的 市民病院
帰り 市民病院⇒平安古団地前（48分）

帰り

【例：玉江地区】
行きと帰りが30分ずつとなり往復利用の傾向

【例：平安古地区】
行きが10分で帰りが50分かかる方は片道利用の傾向

12分

行き

48分…

市役所を跨いで帰宅

玉江地区の方が、
行き 漁協前⇒アトラス萩店前（33分）
目的 アトラス萩店で買い物
行き アトラス萩店前⇒漁協前（27分）



 市民病院、老健施設の郊外移転に伴い、また、点在する観光拠点を結ぶ交通手段として、平成１２年度から
運行している「まぁーるバス」について、市議会や地域意見交換会等で多くの要望を受けている。

課 題（市民からの要望など）

【ルートの見直し】
・弘法寺前停留所ルートの再開（Ｈ30 議員要望、Ｒ1 地域意見交換会）
・無田ヶ原口団地前ルートの再開（Ｒ1 地域意見交換会）
・逆回りができないか（Ｈ30 まちづくりセッション）
・上野バス停の旧椿東保育園への移設（Ｒ1 議員要望）
・１周１時間にこだわらない運行（Ｒ1 地域意見交換会）

【延伸について】
・越ヶ浜地区への延伸（Ｈ30 行政推進員集会、Ｈ30 まちづくりセッション）
・三見地区への延伸（Ｈ30 まちづくりセッション、Ｈ29 議会一般質問）
・ウェルネスパークへの延伸（Ｈ30 議員要望）
・弘法寺など市内中心部の公共交通網の空白地帯の解消（Ｈ30 議会一般質問）
・椿東地区（⾧山、中津江、越ヶ浜方面）、山田地区（玉江浦、山田方面）への延伸（Ｈ29 議員要望）
・大井、三見、越ヶ浜、倉江、中津江、⾧山団地、至誠館大学、沖原、大屋、霧口などへの延伸（Ｒ1 地域意見交換会）
・１日の運行便数のうち交通不便地区へ数便でも運行できないか（Ｒ1 地域意見交換会）

【幹線との接続について】
・定期船との接続改善に関する要望（Ｈ29 市民ファースト、Ｈ30 まちづくりセッション）
・離島航路、ＪＲ、路線バスとの接続改善（Ｒ1 地域意見交換会）
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課 題（再掲 公共交通空白地の状況）

 萩市中心部を運行す
る路線バス･まぁー
るバスによって、交
通空白地をカバー

 右図はバス停停留所
から３００ｍ圏の範
囲を示したもの
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 路線バスやJRの交通結節点である、バスセンター、東萩駅からまぁーるバスの接続強化
 路線バスの運賃施策とも連動して、まぁーるバス乗継での市民病院等の利便性を向上

課 題（交通結節機能の強化）
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周辺地域⇒萩BC乗継⇒市民病院の利便性向上

路線バス

萩BC
東萩駅

まぁーるバス

周辺住民

市民病院



課題（利便性の向上）
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 循環バスは、1つの路線で面的な広い範囲をカバーすることが可能。乗っていれば元のバス停に戻るという
単純さから利便性がある。

 ただし、他市の事例でも、片回りの循環では1周30分程度が限度。運行時間が伸びるほど利用が低迷する。
（1周2時間の⾧大循環バスを導入すると、利用者の減少が懸念される。）

 1周1時間でも８の字ルートは、1周30分片回りの利用が可能となるため、利便性を維持できる。
⇒西回りは、８の字や両回り等の見直しも検討

参考：自治体が行うバス（コミュニティバス）計画作成のポイント, 岩手県立大学バス110番事務局H22

30分

30分

【まぁーるバス東回り】
※他都市の循環バス
・大東区めぐりん

1周30分程度
片回り

1周1時間以上
片回り

※他都市の循環バス
・ムーバス
・Tacoバス
・くる梨

【まぁーるバス西回り】
※他都市の循環バスでも、運行時間が
⾧くなるほど、利用が低迷
⇒８の字や両回りの検討

1周30分を繋ぐ
片回り

参考：他自治体の循環バス

行き10分

帰り50分...


